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コ
ラ
ム

河津バガテル公園　ローズガーデン（静岡県河
かわ

津
づ

町
ちょう

）

河津バガテル公園は、パリ市にある「パリ・
バガテル公園」の姉妹園として2001年にオー
プン。3haの広さに1,100品種、6,000株の
バラが植栽されている。世界でも最も美しいバ
ラ園と賞される精神が息づいた園として、パリ
市の緑地公園管理局の専門家の指導の
下、世界に二つとないフランス式庭園になっ
ている。園芸スタッフのバラ栽培技術はトップ
レベルであり、その技法に日本のみならず、世
界中のバラ愛好家などから注目を集めている。

写真キャプション

新
し
い
過
疎
法
（
過
疎
地
域
の
持
続
的
発
展
の
支

援
に
関
す
る
特
別
措
置
法
）
が
制
定
さ
れ
て
、
１
年

近
く
が
経
と
う
と
し
て
い
る
。
最
近
で
は
、
新
法
に

よ
る
2
0
2
0
年
国
勢
調
査
結
果
を
踏
ま
え
た
指
定

地
域
が
明
ら
か
に
な
り
、
全
市
町
村
の
過
半
に
当
た

る
8
8
5
市
町
村
と
な
っ
た
こ
と
が
、
マ
ス
コ
ミ
で

話
題
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
新
法
に
つ
い
て
は
、
宮
口
侗
廸
氏
に
よ
り
、

本
欄
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
（
第
3
１
5
7

号
「
新
過
疎
法
の
成
立

－

人
材
育
成
を
強
調

－

」）、

単
に
名
称
が
変
わ
っ
た
だ
け
で
は
な
く
、
画
期
的
な

要
素
が
い
く
つ
か
見
ら
れ
る
。
そ
こ
に
は
、総
務
省
・

過
疎
問
題
懇
談
会
提
言
「
新
た
な
過
疎
対
策
に
向
け

て
」（
2
0
2
0
年
4
月
）
の
一
部
が
反
映
さ
れ
て

い
る
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
提
言
で
は
、「
都
市
と
は
別
の
価
値
を
持
つ

低
密
度
な
居
住
空
間
」
と
し
て
過
疎
地
域
を
捉
え
る

必
要
性
が
繰
り
返
し
論
じ
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
、

過
疎
地
域
に
は
、
都
市
と
異
な
る
独
自
の
価
値
が
あ

る
と
考
え
る
も
の
で
あ
り
、
従
来
か
ら
指
摘
さ
れ
て

き
た
、
景
観
や
自
然
環
境
の
み
な
ら
ず
、
多
様
な
地

域
資
源
を
活
か
し
た
新
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
構
築
も
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
約

10
年
間
で
活
発
化
し
つ
つ
あ
る
若
者
の「
田
園
回
帰
」

の
背
景
に
も
、
そ
う
し
た
こ
と
が
関
わ
っ
て
い
る
よ

う
に
考
え
ら
れ
る
。

過
疎
地
域
を
、
文
字
通
り
人
が
「
疎ま
ば

ら
過
ぎ
る
」

よ
う
な
遅
れ
た
地
域
、
改
善
し
な
く
て
は
い
け
な
い

も
の
で
は
な
く
、
価
値
あ
る
空
間
と
捉
え
る
点
に
新

過
疎
法
の
神
髄
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
人
口
低
密
度

で
も
、
豊
か
な
地
域
資
源
を
活
か
し
、
人
々
が
住
み

続
け
る
こ
と
が
で
き
る
仕
組
み
を
作
る
こ
と
が
必
要

だ
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
過
疎
法
が
新
た
に
重
視
し
た
の
が
「
人

材
育
成
」
で
あ
る
。「
人
口
低
密
度
」
を
、逆
に
「
地

域
資
源
高
密
度
」
と
捉
え
て
、
生
活
の
仕
組
み
や
ビ

ジ
ネ
ス
を
興
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
人
材
を
育
成

し
、
あ
る
い
は
呼
び
込
ん
で
い
く
こ
と
を
意
識
し
て

い
る
の
で
あ
ろ
う
。「
人
口
減
・
人
材
増
」
の
発
想

と
も
言
え
る
。

つ
ま
り
、
過
疎
地
域
と
は
、
全
体
と
し
て
人
口
減

少
過
程
に
あ
る
我
が
国
の
中
で
、
そ
こ
で
必
要
な
挑

戦
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
国
に
よ
っ
て
位
置
づ

け
ら
れ
た
地
域
で
あ
ろ
う
。こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、

過
疎
指
定
地
域
が
、
市
町
村
の
過
半
数
に
及
ん
だ
こ

と
を
否
定
的
に
捉
え
る
必
要
は
な
い
。
む
し
ろ
、
新

し
い
仕
組
み
の
構
築
に
挑
戦
す
る
地
域
が
多
数
を
占

め
た
と
考
え
た
い
。
そ
の
た
め
、
新
た
に
指
定
を
受

け
た
市
町
村
で
は
、「
地
域
資
源
高
密
度
地
域
」「
人

材
増
地
域
」
に
向
け
た
、
従
来
と
は
異
な
る
仕
組
み

づ
く
り
を
強
力
に
進
め
る
こ
と
が
社
会
的
に
要
請
さ

れ
て
い
る
。

明
治
大
学
農
学
部
教
授
（
大
学
院
農
学
研
究
科
長
）

小お

田だ

切ぎ
り

　
徳と

く

美み

新
し
い
過
疎
法
の
意
味

ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
方
創
生
、
ま
ち
づ
く
り
～
自
治
体
の
首
長
・
企
画
部
局
を
中
心
に

　

ス
ポ
ー
ツ
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
が
全
国
で
展
開
中
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
庁
参
事
官
（
地
域
振
興
担
当
）　

原
口　

大
志
��
⑵

『
縁
め
ぐ
る
里　

丹
波
山
村
』

　

～
「
ご
縁
」
が
行
き
交
う
ふ
る
さ
と
づ
く
り
を
目
指
し
て
～
＝
山
梨
県
丹
波
山
村
�
�
�
⑹

町
村
ご
当
地
キ
ャ
ラ
じ
ま
ん
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
⑽

国
政
情
報
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
⑾

気
づ
く
こ
と
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
岐
阜
県
御
嵩
町
長　

渡
邊　

公
夫
�
⑿

政�

策

フ
ォ
ー
ラ
ム

情�

報

情�

報

随�

想
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１１
　　��「
ス
ポ
ー
ツ
」
と

「
ス
ポ
ー
ツ
」
と��

「
ま
ち
づ
く
り
」
？

「
ま
ち
づ
く
り
」
？

皆
さ
ん
は
こ
の
２
つ
の
言
葉
を
聞
い

た
時
、
ど
の
よ
う
な
印
象
を
持
つ
で
し
ょ

う
か
。

ス
ポ
ー
ツ
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
な
ど
の
競
技
大
会
や
プ
ロ
ス

ポ
ー
ツ
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
関
係
者
や
愛
好

者
の
み
が
関
係
す
る
も
の
。
ま
ち
づ
く
り

は
都
市
開
発
や
基
盤
整
備
な
ど
、
主
に

ハ
ー
ド
整
備
の
話
。
そ
ん
な
風
に
思
っ
て

は
い
な
い
で
し
ょ
う
か
。

今
回
の
話
は
、
政
府
も
推
進
す
る
「
ス

ポ
ー
ツ
×
ま
ち
づ
く
り
」
の
話
で
す
。

ス
ポ
ー
ツ
に
は
不
思
議
な
チ
カ
ラ
が
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、一
見
関
係
が
な
さ
そ
う
な
人
・

組
織
で
あ
っ
て
も
ス
ポ
ー
ツ
を
介
す
る
こ

と
で
、
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
サ
ー
ビ

ス
な
ど
が
生
ま
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
触
媒
・
ハ
ブ
的
な
機
能
は
ス
ポ
ー
ツ

の
大
き
な
魅
力
の
１
つ
で
す
。

ま
た
、
老
若
男
女
問
わ
ず
、
誰
も
が
親

し
む
機
会
の
あ
る
間
口
の
広
さ
か
ら
、
新

た
な
取
組
で
あ
っ
て
も
み
ん
な
が
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
に
取
り
組
め
る
分
野
で
も
あ
り

ま
す
。

こ
う
し
た
特
性
を
生
か
し
、
ま
ち
づ
く

り
と
い
う
大
き
な
視
点
か
ら
、
ス
ポ
ー
ツ

を
「
活
用
す
る
」
自
治
体
が
全
国
で
増
え

て
い
ま
す
。

今
回
は
、
国
の
立
場
か
ら
「
ス
ポ
ー
ツ

に
よ
る
地
方
創
生
、
ま
ち
づ
く
り
」
の
取

組
の
最
前
線
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

２２
　　��

ス
ポ
ー
ツ
「
に
よ
る
」

ス
ポ
ー
ツ
「
に
よ
る
」��

ま
ち
づ
く
り

ま
ち
づ
く
り

ス
ポ
ー
ツ
庁
が
何
故
「
ス
ポ
ー
ツ
×
ま

ち
づ
く
り
」
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
。

ま
ず
は
そ
こ
を
少
し
お
話
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
庁
の
前
身
で
あ
る
文
部
科
学

省
ス
ポ
ー
ツ
・
青
少
年
局
時
代
か
ら
、
ア

ス
リ
ー
ト
の
サ
ポ
ー
ト
、
国
際
競
技
大
会

等
の
誘
致
・
開
催
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
自
体

「
の
」振
興
は
積
極
的
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
選
手
た
ち
の
活

躍
は
皆
様
の
記
憶
に
も
新
し
い
と
こ
ろ
で

す
し
、
今
ま
さ
に
北
京
大
会
が
開
催
さ
れ

て
お
り
、
こ
う
し
た
選
手
の
活
躍
は
コ
ロ

ナ
禍
に
あ
る
国
民
に
感
動
と
勇
気
を
与
え

て
く
れ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
加
え

て
、
ス
ポ
ー
ツ
庁
が
創
設
さ
れ
た
２
０
１

５
年
以
降
に
新
た
に
取
り
組
ん
で
い
る
の

が
、
地
域
振
興
な
ど
他
の
目
的
の
実
現
の

た
め
に
ス
ポ
ー
ツ
を
活
用
す
る
、
い
わ
ゆ

る
ス
ポ
ー
ツ
「
に
よ
る
」
振
興
（
ま
ち
づ

く
り
）
で
す
。

こ
れ
は
、ス
ポ
ー
ツ
を
「
す
る
」「
み
る
」

「
さ
さ
え
る
」
と
い
っ
た
形
で
そ
れ
自
体

を
楽
し
む
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
少
子
高

齢
化
、
地
域
住
民
の
健
康
増
進
、
地
域
の

過
疎
化
、
地
域
経
済
の
衰
退
と
い
っ
た
、

今
多
く
の
地
域
が
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
社

会
課
題
を
解
決
に
導
く
ツ
ー
ル
と
し
て

「
ス
ポ
ー
ツ
を
活
用
」
し
て
い
こ
う
と
い

う
「
発
想
の
転
換
」
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た

取
組
で
す
。

ス
ポ
ー
ツ
庁
で
は
、
こ
の
「
ス
ポ
ー
ツ

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」
の
分
野
に
お
い
て

は
、
競
技
と
し
て
の
ス
ポ
ー
ツ
だ
け
で
な

く
、
体
を
動
か
す
日
常
的
な
身
体
活
動
全

般
を
広
く
ス
ポ
ー
ツ
と
捉
え
る
こ
と
が
可

能
と
考
え
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
散
歩
や
草
刈
り
、
防
災
訓
練
、

ゴ
ミ
拾
い
、
雪
下
ろ
し
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る

身
体
活
動
を
、
ス
ポ
ー
ツ
と
捉
え
て
い
く

こ
と
が
可
能
で
す
。

地
方
を
中
心
と
し
た
人
口
減
少
、
経
済

衰
退
が
言
わ
れ
る
中
、「
地
方
創
生
」
は

ス
ポ
ー
ツ
庁
だ
け
で
な
く
政
府
全
体
の
国

家
的
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ

庁
と
し
て
も
、
ス
ポ
ー
ツ
と
い
う
素
晴
ら

し
い
ツ
ー
ル
を
積
極
的
に
活
用
し
て
、
全

国
各
地
で
の
「
地
方
創
生
、
ま
ち
づ
く
り
」

の
お
手
伝
い
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

３３
　　��

政
府
の
「
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る

政
府
の
「
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る��

地
方
創
生
、
ま
ち
づ
く
り
」

地
方
創
生
、
ま
ち
づ
く
り
」��

施
策
の
登
場
～
ス
ポ
ー
ツ
・

施
策
の
登
場
～
ス
ポ
ー
ツ
・��

健
康
ま
ち
づ
く
り

健
康
ま
ち
づ
く
り

～自治体の首長・企画部局を中心にスポーツを～自治体の首長・企画部局を中心にスポーツを
活用したまちづくりが全国で展開中～活用したまちづくりが全国で展開中～

スポーツによる地方創生、まちづくりスポーツによる地方創生、まちづくり

スポーツ庁参事官（地域振興担当）　原口　大志スポーツ庁参事官（地域振興担当）　原口　大志
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ス
ポ
ー
ツ
庁
創
設
以
降
に
、
ス
ポ
ー
ツ

に
よ
る
地
域
振
興
施
策
と
し
て
主
に
取
り

組
ん
で
き
た
の
は
「
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ

ム
」
で
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
と
観
光
を
融
合
し
た
こ
の
取

組
は
、
地
方
誘
客
に
よ
る
交
流
人
口
の
拡

大
、
幅
広
い
関
連
産
業
の
活
性
化
や
関
連

消
費
の
拡
大
な
ど
、
地
域
振
興
に
大
き
く

寄
与
す
る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
あ
る
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

現
在
は
多
く
の
自
治
体
が
ス
ポ
ー
ツ

ツ
ー
リ
ズ
ム
に
取
り
組
み
、
ま
た
そ
の
推

進
役
と
な
る
「
地
域
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ

シ
ョ
ン
」
の
設
立
も
全
国
各
地
で
進
ん
で

い
ま
す
。

こ
ち
ら
は
今
回
は
説
明
を
割

愛
し
ま
す
の
で
、
ス
ポ
ー
ツ
庁

の
Ｈ
Ｐ
な
ど
で
詳
細
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

こ
う
し
た
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る

地
域
振
興
施
策

≒

ス
ポ
ー
ツ

ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
流
れ
が
大

き
く
変
わ
っ
た
の
が
、
２
０
１

９
年
に
政
府
決
定
さ
れ
た
「
第

２
期
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
」
で
す
。

こ
れ
は
、
東
京
２
０
２
０
大

会
を
起
爆
剤
に
、「
オ
リ
パ
ラ
・

レ
ガ
シ
ー
」
と
し
て
、
本
格
的

に
、
ス
ポ
ー
ツ
を
活
用
し
た
特

色
あ
る
「
ま
ち
づ
く
り
」
の
全

国
的
な
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
（
政
府

で
は
「
ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
ま
ち

づ
く
り
」
と
呼
称
）
を
創
出
し

て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

「
オ
リ
パ
ラ
・
レ
ガ
シ
ー
」

に
は
、
競
技
施
設
の
よ
う
な
有

形
の
遺
産
だ
け
で
な
く
、
無
形

の
社
会
的
・
経
済
的
・
文
化
的
影
響
も
忘

れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

ス
ポ
ー
ツ
庁
で
は
、
こ
の
政
府
決
定
以

降
、関
係
省
庁
を
主
導
し
て
、「
オ
リ
パ
ラ
・

レ
ガ
シ
ー
」
と
し
て
、
全
国
各
地
で
、「
ス

ポ
ー
ツ
」
を
活
用
し
た
特
色
あ
る
「
ま
ち

づ
く
り
」
の
創
出
・
定
着
を
促
進
さ
せ
る

た
め
に
「
ス
ポ
ー
ツ
×
地
方
創
生
、
ま
ち

づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
推
進
し
て
い

ま
す
。

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
前
途
の
ス

ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
よ
う
な
外
か
ら
人

を
呼
び
込
む
「
ア
ウ
タ
ー
政
策
」
だ
け
で

な
く
、
例
え
ば
、
健
康
ス
ポ
ー
ツ
教
室
や

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
な
ど
の
よ

う
な
地
域
住
民
向
け
の
「
イ
ン
ナ
ー
政

策
」、
さ
ら
に
は
、
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
、

地
元
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
、地
元
ア
ス
リ
ー
ト
、

国
体
、ス
ポ
ー
ツ
産
業
等
も
「
地
方
創
生
」

の
ツ
ー
ル
と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
を
活
用
し

た
特
色
あ
る
「
ま
ち
づ
く
り
」
を
、
自
治

体
を
あ
げ
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
想

定
し
て
い
ま
す
。

自
治
体
を
あ
げ
て
と
記
載
し
た
の
は
、

従
来
の
ス
ポ
ー
ツ
部
局
、
観
光
部
局
、
健

康
・
福
祉
部
局
な
ど
が
タ
テ
割
り
の
既
存

の
枠
の
中
で
行
っ
て
き
た
取
組
を
「
ま
ち

づ
く
り
」
と
い
う
観
点
か
ら
ヨ
コ
串
を
入

れ
る
こ
と
が
重
要
だ
か
ら
で
す
。

極
端
に
言
っ
て
し
ま
え
ば
、「
ス
ポ
ー

ツ
」
か
ら
「
ま
ち
づ
く
り
」
に
ア
プ
ロ
ー

チ
す
る
の
で
は
な
く
、「
ま
ち
づ
く
り
」

か
ら
「
ス
ポ
ー
ツ
」
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て

い
く
、と
い
う
く
ら
い
の
「
発
想
の
転
換
」

が
大
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
か
ら
、「
ま
ち
づ
く
り
」
の
実
現

に
向
け
て
、「
ス
ポ
ー
ツ
」
を
最
大
限
活

用
す
る
発
想
が
出
て
く
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
ま
す
。

４４　　

��

室
伏
ス
ポ
ー
ツ
庁
長
官
表
彰

室
伏
ス
ポ
ー
ツ
庁
長
官
表
彰����

～
「
ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
ま
ち

～
「
ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
ま
ち

づ
く
り
自
治
体
表
彰
制
度
」

づ
く
り
自
治
体
表
彰
制
度
」

の
創
設
～

の
創
設
～

ス
ポ
ー
ツ
庁
で
は
、
東
京
２
０
２
０
大

会
後
、
オ
リ
パ
ラ
・
レ
ガ
シ
ー
と
し
て
、

ス
ポ
ー
ツ
を
活
用
し
た
地
方
創
生
・
ま
ち

づ
く
り
に
積
極
的
に
取
り
組
も
う
と
す
る

自
治
体
を
応
援
す
る
た
め
、
昨
年
１
月
に

「
ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
ま
ち
づ
く
り
自
治
体

表
彰
制
度
」
を
創
設
し
ま
し
た
。

本
取
組
は
、
受
賞
さ
れ
た
自
治
体
首
長

に
対
し
て
、
室
伏
長
官
か
ら
表
彰
式
で
表

彰
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
先
進
的

な
モ
デ
ル
地
域
と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
庁
が

中
心
と
な
っ
て
積
極
的
に
広
く
全
国
へ
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
く
こ
と
で
、
そ
の
地
域
だ

け
で
な
く
全
国
で
「
ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
ま

ち
づ
く
り
」
の
取
組
が
広
が
っ
て
い
く
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

第
１
回
目
の
表
彰
と
な
る
２
０
２
１
年

は
、30
自
治
体
（
う
ち
８
自
治
体
が
町
村
）

が
受
賞
さ
れ
、
12
月
14
日
に
都
内
で
行
わ

（
図
１
）
ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
ま
ち
づ
く
り
概
要

「スポーツ・健康まちづくり」

障害者スポーツの体験・交流 ホストタウン等のスポーツ国際交流

住民向け健康スポーツ教室 スポーツツーリズムの推進

地元プロスポーツチームとの連携 スポーツがしたくなるような環境整備

町 村 週 報 （第三種郵便物認可）
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れ
た
式
典
「
ス
ポ
ま
ち
！
長
官
表
彰
２
０

２
１
」
に
は
、
北
は
北
海
道
か
ら
南
は
沖

縄
県
ま
で
、
何
と
総
勢
29
名
も
の
自
治
体

首
長
が
参
加
、
室
伏
長
官
か
ら
直
接
表
彰

状
を
差
し
上
げ
ま
し
た
。

ま
た
、
特
別
ゲ
ス
ト
と
し
て
道
下
美
里

さ
ん
（
パ
ラ
リ
ン
ピ
ア
ン
）、
武
井
壮
さ

ん
（（
公
財
）
日
本
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
協
会

会
長
）
を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
、「
ス
ポ
ー
ツ

×
地
域
の
未
来
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
ま
ち

づ
く
り
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
施
し
て

式
典
を
彩
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
室
伏
長
官
が
直
接
訪
問
す
る

自
治
体
を
抽
選
で
決
め
る
「
ス
ポ
ま
ち
！

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
」
を
実
施
。
記
念
す
べ
き

第
１
回
の
訪
問
先
が
「
北
海
道
北
見
市
」

に
決
定
す
る
と
、
会
場
か
ら
は
大
き
な
歓

声
が
あ
が
り
ま
し
た
。

式
典
に
は
全
国
・
地
方
の
約
30
社
の
メ

デ
ィ
ア
が
参
加
。
参
加
し
た
メ
デ
ィ
ア
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
ス
ポ
ー
ツ
庁
広
報
や

関
係
報
道
機
関
に
も
大
き
く
取
り
上
げ
ら

れ
る
な
ど
、そ
の
注
目
度
は
非
常
に
高
く
、

今
後
の
各
地
域
で
の
「
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る

地
方
創
生
、
ま
ち
づ
く
り
」
の
取
組
か
ら

ま
す
ま
す
目
が
離
せ
ま
せ
ん
。

今
回
受
賞
し
た
各
自
治
体
の
取
組
は
ス

ポ
ー
ツ
庁
Ｈ
Ｐ
に
概
要
を
掲
載
し
て
お
り

ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ま

の
都
道
府
県
で
は
ど
の
自
治
体
が
受
賞
さ

れ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

ス
ポ
ー
ツ
庁
で
は
、
今
後
も
さ
ま
ざ
ま

な
媒
体
を
活
用
し
て
、
受
賞
さ
れ
た
取
組

を
広
く
発
信
し
て
い
く
予
定
で
す
。

本
表
彰
は
、
２
０
２
２
年
以
降
も
第
２

回
、
第
３
回
と
続
け
て
い
く
予
定
で
す
の

で
、
今
回
応
募
に
至
ら
な
か
っ
た
自
治
体

の
皆
様
に
も
是
非
ご
応
募
い
た
だ
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

関
係
者
の
皆
様
も
積
極
的
に
連
携
を

図
っ
て
い
た
だ
け
ま
す
と
幸
い
で
す
。

５５
　
さ
い
ご
に

　
さ
い
ご
に

昨
年
10
月
に
は
、「
全
国
町
村
会
政
務

調
査
会
」
の
場
で
室
伏
長
官
か
ら
各
町
村

長
さ
ま
に
「
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
を
一
緒
に
推
進
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

ぜ
ひ
意
見
交
換
を
」
と
呼
び
か
け
さ
せ
て

お電話の際には、車検証をお手元にご用意ください

●「車両共済（保険)制度」は、全国町村職員生活協同組合と損害保険ジャパン株式会社とが集団扱契約を締結し、実施しているものです。
●集団扱としてご契約いただけるのは、保険契約者および被保険者が損保ジャパンの定める条件を満たす場合のみとなります。
　このご案内は概要を説明したものです。詳細については、取扱代理店（千里）までお問い合わせください。

●お見積りのご請求・お申込み・お問い合わせなどは、下記までご連絡ください●

〈車両保険引受保険会社〉損害保険ジャパン株式会社

03-3519-73250120-731-087
（受付時間：祝日、年末年始を除く月～金　午前９時30分～午後５時）

FAXTEL

株式会社　千 里（取扱代理店）
〒100-0014  東京都千代田区永田町1-11-32  全国町村会館西館内
●ホームページアドレス　http://www.chisato-ag.co.jp

車両共済（保険）のご案内車両共済（保険）のご案内
この車両共済（保険）は、町村生協の自動車共済で補償する対人賠償、対物賠償、限定
搭乗者傷害等に加え「ご自身のおクルマの補償（車両保険）」を追加する制度です。
お車が衝突した場合や台風 ・ いたずら ・ 盗難など偶然な事故で損害を被ったときに、
共済（保険）金をお支払いします。

SJ21-00628（2021.4.19作成）

（
図
２
）�

ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
ま
ち
づ
く
り
優
良
自
治
体
表
彰
２
０
２
１

（
図
３
）
町
村
の
受
賞
事
例

20道県30自治体（うち8町村）が受賞

徳島

沖縄

佐賀 大分 高知
長崎

熊本

宮崎

鹿児島

島根

山口 岡山 愛知 静岡
広島

大阪 奈良 三重

愛媛 香川

福岡 和歌山

鳥取
兵庫 京都 滋賀 神奈川

新潟
○村上市

福島

石川 富山
長野 群馬 栃木 茨城

岐阜福井 埼玉

千葉山梨
東京

北海道

青森

秋田
○大館市

岩手

山形
○庄内町

宮城
○角田市

○北見市 ○東神楽町
○増毛町 ○壮瞥町

○かほく市

○富山市
○滑川市

○笠間市
○つくば市
○境町

○銚子市

○矢板市

○沼津市
○御殿場市
○裾野市
○御前崎市

○西尾市

○野沢温泉村

○美馬市

○西宮市
○湯梨浜町

○北広島町

○小城市

○鹿児島市

○沖縄県
○沖縄市

東神楽町長 山本進 氏

楽しく気がついたら健康になっていたをモッ
トーに、健幸のまちづくりを進めている北海
道東神楽町です。
今後も子どもから高齢者まで、思い思いの
スポーツとの出会いを大事にして、健康を
実感できる環境づくりを実践していきます。
この度は、スポーツ・健康まちづくり優良自
治体表彰2021、誠にありがとうございます。

☝
受賞全自治体の取組概要！

人口減少・高齢化が進む中、まちの活力を維持するため
に「健康寿命延伸・高齢者が活躍するまち」を目標に掲げ、
運動習慣の普及・定着によって町民の健康づくりを進めて
きたところ、このような素晴らしい賞を賜り、大変光栄です。
受賞を励みに今後もより一層町民の健康づくりに取り組
んでまいります。

増毛町長 堀雅志 氏

北海道の南西部、支笏洞爺国立公園内に位置し、昭和の
大横綱「北の湖」前相撲協会理事長の出身地である壮瞥
町は、洞爺湖、有珠山、昭和新山といった資源を有する
農業と観光の町です。
今回の受賞を契機に、スポーツによる「ひとづくり」「まちづ
くり」を一層推進し、“スポーツによる地方創生”に取り組
んでまいります。

壮瞥町長 田鍋敏也 氏

この度、スポーツ・健康まちづくり優良自治体表彰
2021の表彰、大変感謝申し上げます。
庄内町は、多くの体育施設があり、全町民がス
ポーツに親しめる環境整備を図っており、スポーツ
大会も数多く開催されております。
今回のこの表彰を更なる契機として、スポーツを中
心とした町民の健康、庄内町の活性化につながる
ことを期待します。

庄内町長 富樫透 氏

この度はこの様な素晴らしい賞をいただけまし
たこと、町を代表して、心より感謝申し上げます。
当町はこれまで、オリンピック基準のホッケー場
やテニスコート、また、世界レベルのアーバンス
ポーツパーク等、スポーツ施設の整備に力を入
れ、特に次世代の若者が活躍できる環境を整
備してきました。将来、ここ境町から世界へ羽
ばたく、そんな選手が出ることを期待し、これか
らもスポーツを核としたまちづくりを推進してい
きたいと存じます。この度は誠にありがとうござ
いました。

境町長 橋本正裕 氏

「温泉とスキーの村」として知られている野沢
温泉村。110年前それまで厄介者でしかな
かった雪がスキーというスポーツによって化
学反応を起こし、村に繁栄をもたらしました。
この度の受賞は、スキーを中心としたまちづ
くりを進めてきた当村にとって大変な名誉で
あり、今後もスポーツの力で通年型マウンテ
ンリゾートとしてのまちづくりを進める所存で
あります。

この度は栄えある表彰を賜り誠にありがとうござ
いました。
湯梨浜町にはグラウンド・ゴルフやウオーキング
のほか、特産の二十世紀梨や温泉、豊かな自然
など様々な資源がございます。
これらの資源を組み合わせ、スポーツ・健康まち
づくりのほか移住定住促進や産業振興など、今
後とも地方創生の実現に向けて邁進して参りま
す。

湯梨浜町長 宮脇正道 氏

この度は、「スポーツ・健康まちづくり優良自治体表彰2021」の受賞自治
体として表彰して頂き、誠に有難うございます。
スポーツには、チカラがあります。 体・心の健康、仲間作り、「生きがい」
「やりがい」の創出や経済効果を生み出すこともできます。北広島町は、
このスポーツのチカラで町の活性化に取り組み、町民が幸福感・満足感
を実感できるまちづくりを目指しています。

北広島町長 箕野博司 氏

「スポーツでチャレンジ！スポーツによる持続可能なまちづくり」

「増毛町スポーツ・健康まちづくりプロジェクト（生涯現役で働き続けられる町を目指す健康寿命延伸事業）」

「スポーツ合宿等による地域活性化、健康と生きがいをつくる生涯スポーツの推進」

「世界レベルのスポーツ施設等を活用した茨城
県境町のまちづくり」

「マウンテンスポーツを通じた村民社会形成プロジェクト」

「全町民参加型「きたひろスポーツ」推進プロジェクト」

「グラウンド・ゴルフとウオーキングによる
友情と健康の輪の拡大プロジェクト」

「東神楽町健康食育タウン事業（東神楽流からだの『見える化』計測中。）」

町 村 週 報（第三種郵便物認可）
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い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
際
に
は
全
国
町
村
会
の
皆
さ
ま
を

は
じ
め
、
関
係
者
の
皆
さ
ま
に
は
大
変
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
場
を
借
り
て

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

そ
の
後
、
実
際
に
た
く
さ
ん
の
首
長
さ

ま
と
意
見
交
換
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
機
会

を
頂
戴
し
、「
我
が
マ
チ
・
我
が
ム
ラ
」

の
ユ
ニ
ー
ク
な
取
組
の
ご
説
明
や
、
国
へ

の
貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。ま

た
、
現
在
、
国
の
ス
ポ
ー
ツ
審
議
会

に
お
い
て
、

２
０
２
２
年

度
以
降
の
ス

ポ
ー
ツ
行
政

の
５
カ
年
計

画
で
あ
る

「
第
３
期
ス

ポ
ー
ツ
基
本

計
画
」
の
策

定
に
向
け
た

検
討
を
進
め

て
い
ま
す
。

そ
こ
で
は
、

ス
ポ
ー
ツ
に

よ
る
地
域
振

興
の
内
容
を

「
ス
ポ
ー
ツ

ツ
ー
リ
ズ
ム
」

か
ら
「
ま
ち

づ
く
り
」
に

広
げ
、
全
国

各
地
で
ス

ポ
ー
ツ
を
活

用
し
た
特
色

あ
る
ま
ち
づ

く
り
を
創
出
さ
せ
、
ス
ポ
ー
ツ
が
地
域
・

社
会
に
積
極
的
に
貢
献
し
て
い
く
こ
と
を

目
指
し
て
い
こ
う
と
い
う
方
向
に
進
ん
で

い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
方
創
生
、
ま
ち
づ

く
り
の
主
役
は
「
市
・
町
村
」
で
す
。

ス
ポ
ー
ツ
庁
参
事
官（
地
域
振
興
担
当
）

で
は
、
市
・
町
村
の
皆
さ
ま
と
意
見
を
交

わ
し
な
が
ら
、
タ
ッ
グ
を
組
ん
で
取
組
を

進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
庁
へ
の
人
事
交
流
制
度
を
活

用
し
て
、
多
く
の
自
治
体
か
ら
の
出
向
者

も
ス
ポ
ー
ツ
庁
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

意
見
交
換
、
人
事
交
流
、
長
官
表
彰
な

ど
に
ご
興
味
あ
る
自
治
体
、
関
係
者
の
皆

さ
ま
か
ら
の
ご
連
絡
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
庁
参
事
官（
地
域
振
興
担
当
）

原
口　

大
志（
は
ら
ぐ
ち　

だ
い
し
）

【
連
絡
先
】

地
域
振
興
係

０
３

－

６
７
３
４

－

３
９
３
１

stiiki@
m
ext.go.jp

お電話の際には、車検証をお手元にご用意ください

●「車両共済（保険)制度」は、全国町村職員生活協同組合と損害保険ジャパン株式会社とが集団扱契約を締結し、実施しているものです。
●集団扱としてご契約いただけるのは、保険契約者および被保険者が損保ジャパンの定める条件を満たす場合のみとなります。
　このご案内は概要を説明したものです。詳細については、取扱代理店（千里）までお問い合わせください。

●お見積りのご請求・お申込み・お問い合わせなどは、下記までご連絡ください●

〈車両保険引受保険会社〉損害保険ジャパン株式会社

03-3519-73250120-731-087
（受付時間：祝日、年末年始を除く月～金　午前９時30分～午後５時）

FAXTEL

株式会社　千 里（取扱代理店）
〒100-0014  東京都千代田区永田町1-11-32  全国町村会館西館内
●ホームページアドレス　http://www.chisato-ag.co.jp

車両共済（保険）のご案内車両共済（保険）のご案内
この車両共済（保険）は、町村生協の自動車共済で補償する対人賠償、対物賠償、限定
搭乗者傷害等に加え「ご自身のおクルマの補償（車両保険）」を追加する制度です。
お車が衝突した場合や台風 ・ いたずら ・ 盗難など偶然な事故で損害を被ったときに、
共済（保険）金をお支払いします。

SJ21-00628（2021.4.19作成）

（
図
４
）
受
賞
メ
リ
ッ
ト
（
広
報
）

■フジテレビ 地方創生につなげる「スポまち」
https://www.fnn.jp/articles/-/293006

全国の地方メディア・全国メディア地方版

■NHK スポーツを生かした特色あるまちづくり 30自治体を国が表彰
https://www3.nhk.or.jp/news/html/20211214/k10013388121000.html

■NHK（石川NEWS WEB） 石川県かほく市
スポまち！長官表彰 全国３０自治体表彰にかほく市が選ばれる
https://www3.nhk.or.jp/lnews/kanazawa/20211214/3020010080.html

■NHK（富山NEWS WEB） 富山県富山市、滑川市
スポーツ生かしたまちづくり 富山市と滑川市が表彰受ける
https://www3.nhk.or.jp/lnews/toyama/20211214/3060009239.html

■毎日新聞 パラマラソン金の道下美里さんらトークショー スポーツ自治体表彰式
https://mainichi.jp/articles/20211214/k00/00m/050/207000c

■NHK（茨城NEWS WEB） 笠間市、つくば市、境町
スポーツまちづくり表彰に 笠間 つくば 境町の３市町
https://www3.nhk.or.jp/lnews/mito/20211216/1070015397.html

全国メディア

■室蘭民報 北海道壮瞥町
壮瞥町、喜びの表彰 スポーツ健康まちづくり優良自治体
https://www.muromin.jp/news.php?id=46515

■とちぎテレビ 栃木県矢板市
矢板市が優良自治体としてスポーツ庁から表彰 スポーツ・健康まちづくり
https://news.yahoo.co.jp/articles/1f8af74fdce4d16a7d48e912246c7e31657acb67

■沖縄タイムス 沖縄県、沖縄県沖縄市
県の空手振興・沖縄市アリーナ活用 スポーツのまちで表彰
https://www.okinawatimes.co.jp/articles/-/879442

■中日新聞 静岡県御前崎市
スポーツ庁が御前崎市を表彰 まちづくり高評価
https://www.chunichi.co.jp/article/384408

■NHK（富山NEWS WEB） 富山県富山市
スポーツ生かしたまちづくり 富山市の「とほ活」
https://www3.nhk.or.jp/lnews/toyama/20211214/3060009240.html

PRTIMES
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000003.000090546.html
ＨＰ
https://www.mext.go.jp/sports/b_menu/sports/mcatetop09/list/detail/138451
2_00003.html

Facebook
https://www.facebook.com/japansportsagency/posts/2875502569407555
Twitter
https://twitter.com/sports_JSA/status/1470691602419294208
Instagram
https://www.instagram.com/p/CXdcbI6vRs_/?utm_source=ig_web_copy_link

※ 長官個人のInstagram
https://www.instagram.com/p/CXdcbI6vRs_/?utm_medium=copy_link

スポ庁広報

そそのの他他多多数数ののメメデディィアアでで取取りり上上げげらられれままししたた！！

■読売新聞（茨城版） 茨城県笠間市、つくば市、境町 スポーツ庁３市町表彰

■読売新聞 スポーツによる街づくりに熱心な自治体
https://www.yomiuri.co.jp/sports/para-sports/

■NHK（静岡NEWS WEB） スポーツによる街づくりに熱心な自治体
スポーツ活用のまちづくり 沼津市など県内４市が表彰受ける
https://www3.nhk.or.jp/lnews/shizuoka/20211214/3030014321.html
■静岡新聞 静岡県沼津市、御殿場市、裾野市、御前崎市
沼津、御殿場、裾野、御前崎 健康まちづくりでスポーツ庁表彰
https://www.at-s.com/news/article/shizuoka/999859.html

■中日新聞 富山県富山市
「とほ活」スポーツ庁が表彰 健康まちづくり推進で
https://www.chunichi.co.jp/article/383700

■茨城新聞 茨城県笠間市、つくば市、境町
つくば、笠間、境を表彰 スポーツ通じ地域振興
https://ibarakinews.jp/news/newsdetail.php?f_jun=16394884437533

■月刊事業構想 スポーツの力を活かしまちづくりを行う優良自治体を表彰
https://www.projectdesign.jp/articles/news/879a56f0-5696-4be3-bca4-3356db6290b9

■琉球新報 沖縄県、沖縄県沖縄市
全国で沖縄だけ！空手で地域振興、スポーツ庁が県を表彰、沖縄市も
https://ryukyushimpo.jp/news/entry-1441862.html

■毎日新聞 栃木県矢板市
「優良自治体表彰」 県内から矢板市受賞 「未来体育館」拠点の地域計画評価
https://mainichi.jp/articles/20211219/ddl/k09/010/057000c

■北鹿新聞社 秋田県大館市
大館市に優良自治体表彰 「賑わいと交流生む」に評価
http://www.hokuroku.co.jp/smarts/index/51/detail=1/b_id=904/r_id=5074/
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現地レポート 町村独自のまちづくり

丹
波
山
村
の
概
要

　
丹
波
山
村
は
、
山
梨
県
の
東
北
部
に
位
置

し
、
東
は
東
京
都
奥
多
摩
町
、
西
は
甲
州
市
、

北
は
埼
玉
県
秩
父
市
に
接
し
て
い
る
県
境
の

村
で
す
。
面
積
は
１
０
１
・
30
㎢
で
，
そ
の

ほ
と
ん
ど
が
山
林
で
あ
り
、
秩
父
多
摩
甲
斐

国
立
公
園
に
属
し
、
甲
武
信
ユ
ネ
ス
コ
パ
ー

ク
に
登
録
さ
れ
て
い
る
、
人
口
５
３
５
人
の

関
東
で
一
番
人
口
の
少
な
い
村
で
す
。

村
内
に
は
日
本
百
名
山
の
雲
取
山
及
び
大

菩
薩
嶺
が
あ
り
、
東
京
都
の
水
源
で
あ
る
丹

波
川
（
多
摩
川
）
が
村
の
中
心
部
を
流
れ
て

お
り
、
極
め
て
良
質
な
水
は
、
小
河
内
ダ
ム

（
奥
多
摩
湖
）
を
経
て
東
京
都
民
の
飲
料
水

と
な
っ
て
い
ま
す
。

丹
波
山
村
の
歴
史
は
古
く
、
丹
波
川
南
岸

の
高
尾
成
畑
地
区
か
ら
縄
文
時
代
の
土
器
や

住
居
跡
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
太
古
の

昔
か
ら
遠
い
祖
先
が
住
み
、
営
み
を
続
け
て

き
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

明
治
32
年
の
大
火
に
お
い
て
多
く
の
古
文

書
が
失
わ
れ
、
歴
史
的
な
沿
革
を
詳
し
く
辿

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
古
式
記
録
と
し

て
は
、「
甲
斐
国
志
」
等
に
断
片
的
な
記
載

が
見
ら
れ
ま
す
。
戦
国
武
将
、
武
田
氏
の
全

盛
期
に
は
、
黒
川
金
山
の
採
掘
の
た
め
金
山

奉
行
が
置
か
れ
、
黒
川
千
軒
、
丹
波
千
軒
と

称
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
江
戸
時
代

に
は
国
中
地
方
か
ら
大
菩
薩
峠
を
経
て
、
青

梅
に
通
じ
る
甲
州
裏
街
道
の
宿
場
と
し
て
重

要
な
拠
点
だ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

新
庁
舎
建
設
事
業
の
着
手　
　
　
　

～
Ｃ
Ｍ
方
式
の
導
入
～

丹
波
山
村
役
場
は
、昭
和
46
年
竣
工
以
来
、

50
年
に
わ
た
り
村
の
行
政
拠
点
と
し
て
村
民

サ
ー
ビ
ス
の
中
核
を
担
っ
て
き
ま
し
た
。
そ

の
間
、
村
の
大
切
な
財
産
と
し
て
、
修
繕
や

補
修
を
積
み
重
ね
な
が
ら
大
切
に
維
持
管
理

▲

丹
波
地
区
風
景

現地レポート 町村独自のまちづくり

山梨県

丹波山村

2022年（令和 4年） 2月21日　6

『『
縁縁え

に
し

え
に
し

め
ぐ
る
里
　
丹
波
山
村
』

め
ぐ
る
里
　
丹
波
山
村
』

　　
～「
ご
縁
」が
行
き
交
う
ふ
る
さ
と
づ
く
り
を
目
指
し
て
～

～「
ご
縁
」が
行
き
交
う
ふ
る
さ
と
づ
く
り
を
目
指
し
て
～

丹た

波ば

山や

ま

村む

ら

山
梨
県
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フォーラム

現地レポート 町村独自のまちづくりし
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
老
朽
化
が
進
み
、
耐
震
診
断
で

は
大
地
震
に
よ
る
倒
壊
の
危
険
性
が
指
摘
さ

れ
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
な
ど
の
時
代
の
変
化
に

伴
う
社
会
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
が
困
難
に
な

り
、
新
庁
舎
建
設
の
必
要
性
が
生
じ
て
い
ま

し
た
。
一
方
、
30
人
に
満
た
な
い
職
員
に
建

築
や
土
木
の
専
門
職
は
お
ら
ず
、
し
か
も
職

員
は
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
を
兼
務
し
て
お
り
余

裕
も
な
い
中
で
、
新
庁
舎
建
設
に
伴
う
立
案

か
ら
発
注
先
を
決
め
る
ま
で
の
膨
大
な
資
料

の
作
成
や
設
計
の
も
と
に
な
る
要
求
水
準
書

の
作
成
は
と
て
も
で
き
な
い
状
態
で
し
た
。

そ
の
た
め
、
民
が
官
を
補
完
す
る
コ
ン
ス

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
Ｃ
Ｍ
）

方
式
を
採
用
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
発
注
者
で
あ
る
丹
波
山
村
の
補
助
者
・

代
行
者
と
な
る
Ｃ
Ｍ
Ｒ
（
コ
ン
ス
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）
が
丹
波
山
村
の

立
場
に
立
ち
、
設
計
や
発
注
方
式
の
検
討
、

工
程
管
理
、
コ
ス
ト
管
理
な
ど
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
業
務
を
行
う
仕
組
み
で
、
専
門
職
が
い
な

い
場
合
で
も
Ｃ
Ｍ
Ｒ
の
支
援
を
受
け
な
が
ら

事
業
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
、
村
職
員
の
負

担
は
大
幅
に
軽
減
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
従
来
な
ら
請
負
業
者
か
ら
設
計
変
更
や

工
事
金
額
の
変
更
を
申
し
出
ら
れ
れ
ば
専
門

知
識
の
な
い
職
員
は
承
認
す
る
し
か
な
か
っ

た
も
の
が
、
Ｃ
Ｍ
Ｒ
に
よ
り
「
こ
う
す
れ
ば

で
き
る
は
ず
だ
」
と
反
論
し
て
く
れ
る
環
境

が
整
い
ま
し
た
。

専
門
知
識
の
あ
る
職
員
を
採
用
す
る
こ
と

や
、
請
負
業
者
か
ら
の
工
事
費
の
増
額
要
求

を
的
確
に
判
断
し
、
そ
の
可
否
を
対
応
し
て

も
ら
え
る
こ
と
を
考
え
る
と
Ｃ
Ｍ
Ｒ
と
い
う

外
部
の
力
を
借
り
る
と
い
う
こ
の
方
式
の
重

要
性
を
痛
切
に
感
じ
ま
し
た
。

新
庁
舎
建
設
事
業
は
、
Ｃ
Ｍ
Ｒ
の
支
援
を

受
け
な
が
ら
、
デ
ザ
イ
ン
ビ
ル
ド
方
式
（
設

計
・
施
工
一
括
方
式
）
の
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
は
９
社
が
参
加
し
ま
し

た
が
、
採
用
と
な
っ
た
提
案
は
、
独
創
性
に

富
み
、
庁
舎
と
し
て
は
斬
新
的
な
デ
ザ
イ
ン

で
未
来
に
引
き
継
ぐ
庁
舎
と
し
て
ふ
さ
わ
し

い
内
容
で
あ
り
、
審
査
員
全
員
が
同
意
し
、

契
約
に
至
り
ま
し
た
。
現
在
、
順
調
に
工
事

が
進
捗
し
て
お
り
、
今
年
11
月
末
に
は
竣
工

の
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

未
来
会
議
～
村
の
活
性
化
の
た
め
に
～

　
丹
波
山
村
で
は
、
人
口
減
少
や
高
齢
化
対

策
な
ど
の
ほ
か
、
新
庁
舎
建
設
事
業
を
き
っ

か
け
と
し
た
丹た

波ば

宿じ
ゅ
く

再
生
事
業
、
人
口
増
に

つ
な
が
る
就
業
の
場
や
新
た
な
観
光
施
策
の

創
設
な
ど
、
役
場
職
員
の
知
識
や
発
想
だ
け

で
は
解
決
で
き
な
い
課
題
が
山
積
し
て
い
ま

し
た
。
そ
れ
ら
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
前

述
の
新
庁
舎
建
設
事
業
同
様
、
外
部
の
力
を

借
り
な
が
ら
進
め
る
こ
と
と
す
る
た
め
、
平

成
30
年
７
月
に
「
丹
波
山
村
未
来
会
議
」
を

設
置
し
ま
し
た
。

未
来
会
議
は
、
県
内
外
の
各
界
の
識
見
者

及
び
公
募
村
民
、
村
職
員
等
約
20
人
で
構
成

さ
れ
、
平
成
30
年
度
、
令
和
元
年
度
を
第
１

期
、
令
和
２
年
度
、
令
和
３
年
度
を
第
２
期

と
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

第
１
期
で
は
、
村
の
財
産
の
有
効
活
用
、

新
た
な
魅
力
の
発
見
・
活
用
な
ど
に
つ
い
て

自
由
な
発
想
で
意
見
を
出
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、「
森
の
資
源
循
環
」、「
狩

猟
学
校
」、「
鴨
沢
地
区
再
生
（
第
２
源
泉
の

活
用
）」
の
３
つ
の
施
策
を
絞
り
込
み
、
メ

ン
バ
ー
が
そ
れ
ぞ
れ
の
班
に
分
か
れ
、
第
２

期
の
期
間
中
も
継
続
し
て
検
討
を
重
ね
、
現

在
そ
れ
ぞ
れ
の
施
策
に
つ
い
て
成
果
を
上
げ

つ
つ
あ
り
ま
す
。（
後
述
）

平
成
２
年
度
か
ら
の
第
２
期
は
、
新
庁
舎

建
設
事
業
に
伴
う
丹
波
宿
再
生
に
つ
い
て
、

第
１
期
同
様
３
班
に
分
か
れ
検
討
を
行
っ
て

い
た
だ
き
、
今
年
３
月
に
「
活
動
報
告
書
・

丹
波
宿
再
生
へ
の
具
申
書
」
と
し
て
報
告
を

受
け
て
お
り
ま
す
。（
後
述
）
具
申
内
容
は
、

一
部
、
令
和
４
年
度
予
算
に
盛
り
込
み
、
事

業
化
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

森
の
資
源
循
環　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

～�

ワ
イ
ン
樽
の
製
造
・
定
住
促
進
住

宅
の
建
設
～

山
梨
県
は
、
ワ
イ
ン
の
醸
造
が
盛
ん
で
あ

る
も
の
の
ワ
イ
ン
樽
だ
け
は
輸
入
樽
に
頼
っ

て
い
ま
す
。
未
来
会
議
第
１
期
の
「
森
の
資

源
循
環
班
」
で
は
、
森
林
資
源
を
提
供
す
る

側
と
求
め
る
側
を
結
び
付
け
円
滑
に
循
環
さ

せ
る
事
業
の
一
環
と
し
て
、
村
内
の
ミ
ズ
ナ

ラ
を
原
材
料
と
し
た
ワ
イ
ン
樽
の
製
造
に
挑

戦
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
関
、
事
業
所

等
に
協
力
を
仰
ぎ
つ
つ
、
令
和
２
年
12
月
に

村
内
の
ミ
ズ
ナ
ラ
を
伐
採
し
、
富
山
県
で
製

▲新庁舎外観イメージ図

▲�丹波山村未来会議の様子
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材
、
岐
阜
県
で
加
工
，
宮
崎
県
で
組
立
を
行

い
、
令
和
３
年
４
月
に
18
ℓ
サ
イ
ズ
の
ワ
イ

ン
樽
17
個
が
完
成
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
甲

州
市
の
ワ
イ
ナ
リ
ー
で
ワ
イ
ン
を
樽
詰
め

し
、
熟
成
さ
せ
、
純
山
梨
産
の
ワ
イ
ン
（
７

２
０
㎖
）
が
約
５
０
０
本
完
成
し
、
そ
の
後

も
同
じ
樽
で
新
た
な
ワ
イ
ン
を
熟
成
さ
せ
て

い
ま
す
。

令
和
３
年
12
月
に
は
今
期
の
ミ
ズ
ナ
ラ
伐

採
が
終
了
し
ま
し
た
が
、
今
後
は
、
さ
ら
に

大
き
な
容
量
の
ワ
イ
ン
樽
製
造
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
丹
波
山
村
は
、
岩
手
県
住
田
町
と

親
し
い
連
携
を
持
っ
て
お
り
ま
す
が
、
住
田

町
で
は
、
東
日
本
大
震
災
後
に
、
陸
前
高
田

市
の
被
災
者
を
中
心
に
受
け
入
れ
る
木
造
の

仮
設
住
宅
を
建
設
し
ま
し
た
。
建
設
か
ら
10

年
が
経
過
し
、
役
割
を
終
え
た
仮
設
住
宅
が

払
下
げ
さ
れ
る
こ
と
を
知
り
、
住
宅
の
一
部

を
無
償
譲
渡
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
資
材
を

活
用
し
、
令
和
２
年
度
及
び
令
和
３
年
度
に
各

１
棟
の
定
住
促
進
住
宅
を
建
設
し
、
令
和
４
年

度
も
１
棟
の
建
設
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

ワ
イ
ン
樽
及
び
定
住
促
進
住
宅
も
、
森
の

資
源
循
環
の
一
環
と
し
て
位
置
づ
け
た
事
業

と
し
て
お
り
ま
す
が
、
い
ず
れ
も
地
方
創
生

推
進
交
付
金
を
充
て
て
実
施
し
て
お
り
ま

す
。

狩
猟
学
校　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

～
猟
師
体
験
・
狩
猟
と
サ
ウ
ナ
事
業
～

丹
波
山
村
は
、
人
口
の
約
６
・
５
％
が
猟

師
と
い
う
狩
猟
が
盛
ん
な
村
で
す
。

未
来
会
議
第
１
期
の
「
狩
猟
学
校
班
」
で

は
、
丹
波
山
村
を
「
狩
猟
の
村
」
と
位
置
づ

け
、
猟
師
体
験
や
鹿
の
解
体
、
罠
猟
体
験
な

ど
を
組
み
込
ん
だ
「
狩
猟
学
校
」
の
事
業
の

立
ち
上
げ
に
至
り
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
丹

波
山
村
の
狩
猟
文
化
と
、
豊
か
な
水
と
自
然

に
恵
ま
れ
た
環
境
を
活
か
し
た
ア
ウ
ト
ド
ア

サ
ウ
ナ
と
を
組
み
合
わ
せ
た
「
狩
猟
と
サ
ウ

ナ
」
は
山
梨
県
を
ア
ウ
ト
ド
ア
サ
ウ
ナ
の
聖

地
化
す
る
取
組
と
し
て
、
県
内
の
先
進
的
な

イ
ベ
ン
ト
事
例
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
、
令

和
３
年
７
月
に
は
、「
や
ま
な
し
自
然
サ
ウ

ナ
と
と
の
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
キ
ッ
ク
オ

フ
イ
ベ
ン
ト
が
丹
波
山
村
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。そ

の
後
、
村
内
の
温
泉
施
設
「
の
め
こ
い

湯
」
で
は
敷
地
内
に
て
ア
ウ
ト
ド
ア
サ
ウ
ナ

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
レ
ン
タ
ル
ア
ウ
ト

ド
ア
サ
ウ
ナ
事
業
を
開
始
し
、
お
客
様
が
い

つ
で
も
ア
ウ
ト
ド
ア
サ
ウ
ナ
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
る
環
境
を
整
備
い
た
し
ま
し
た
。
こ

れ
ら
の
事
業
も
地
方
創
生
推
進
交
付
金
を
充

て
て
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

鴨
沢
地
区
再
生
～
第
２
源
泉
の
活
用

～　
鴨
沢
地
区
は
、
東
京
都
奥
多
摩
町
と
隣
接

す
る
、
丹
波
山
村(

山
梨
県)

へ
の
玄
関
口
で

あ
り
、
日
本
百
名
山
の
雲
取
山
の
登
山
口
で

も
あ
り
ま
す
。
近
年
、
三
密
を
避
け
な
が
ら

健
康
維
持
を
し
て
い
く
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
、

ハ
イ
キ
ン
グ
、
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
な
ど
が
ブ
ー

ム
と
な
り
、雲
取
山
が
ア
ニ
メ
「
鬼
滅
の
刃
」

の
主
人
公
竈
門
炭
治
郎
の
生
誕
の
地
と
紹
介

さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
登
山
者
も
増
え
て
い
ま

す
。
こ
の
地
区
は
、
昭
和
62
年
ま
で
小
中
学

校
が
あ
り
ま
し
た
が
、
人
口
減
の
た
め
廃
校

と
な
り
、
そ
の
後
も
人
口
減
少
が
続
い
て
い

ま
す
が
、
雲
取
山
へ
の
登
山
客
は
増
加
し
て

お
り
、
年
間
２
万
人
以
上
が
入
山
し
て
い
ま

す
。一

方
、村
内
に
あ
る
温
泉
の
第
２
源
泉
は
、

活
用
さ
れ
て
い
な
い
状
況
が
続
い
て
お
り
、

維
持
管
理
費
の
み
が
消
費
さ
れ
て
い
ま
す
。

未
来
会
議
第
１
期
の
「
鴨
沢
地
区
再
生
班
」

で
は
、
鴨
沢
地
区
の
旧
学
校
敷
地
に
第
２
源

泉
を
活
用
し
た
立
ち
寄
り
湯
を
設
置
す
る
と

と
も
に
、
同
地
区
内
に
あ
る
元
酒
造
会
社
内

の
剣
道
場
を
資
料
館
に
改
修
す
る
こ
と
な
ど

を
盛
り
込
ん
だ
基
本
構
想
を
作
成
し
ま
し

た
。
今
後
は
、
同
地
区
の
再
生
を
進
め
る
た

め
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
と
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

を
作
成
し
、
村
へ
の
玄
関
口
と
し
て
の
活
性▲�空撮鴨沢地区

▲村内のミズナラを原料としたワイン樽

▲やまなし自然サウナととのいプロジェクト
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化
を
目
指
し
ま
す
。

新
庁
舎
建
設
事
業
を
き
っ
か
け
と
し
た

丹た

波ば

宿じ
ゅ
く

再
生
事
業　

新
庁
舎
建
設
が
進
む
村
の
中
心
地
「
宿
し
ゅ
く

地

区
」
は
、
か
つ
て
宿
場
と
し
て
栄
え
て
い
ま

し
た
が
、
現
在
は
、
空
洞
化
が
進
み
、
１
５

０
軒
程
あ
る
家
屋
の
半
数
が
空
き
家
と
な
っ

て
い
ま
す
。

令
和
２
年
度
及
び
３
年
度
の
未
来
会
議
第

２
期
は
、
空
洞
化
し
た
丹
波
宿
を
再
生
さ
せ

る
た
め
、「
一
体
感
の
あ
る
街
道
と
公
共
サ
ー

ビ
ス
」、「
居
場
所
と
活
動
の
場
づ
く
り
」、「
自

然
を
利
用
し
た
新
し
い
活
動
の
場
」
に
つ
い

て
第
１
期
同
様
３
班
に
分
か
れ
検
討
を
行
い

ま
し
た
。

一
体
感
の
あ
る
街
道
と
公
共
サ
ー
ビ
ス
班

で
は
、「
新
庁
舎
建
設
事
業
と
連
携
し
た
国

道
・
村
道
へ
の
サ
イ
ン
設
置
」、「
星
空
が
見

え
る
外
灯
設
置
」、「
郵
便
局
を
併
設
し
た
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
建
設
」、「
ポ
ケ
ッ

ト
パ
ー
ク
の
設
置
」
な
ど
、

居
場
所
と
活
動
の
場
づ
く
り
班
で
は
、「
村

が
改
修
し
た
旧
廣
瀬
邸
を
中
心
と
し
た
村
内

外
の
多
世
代
が
交
流
で
き
る
環
境
整
備
」、

「
空
き
家
活
用
協
議
会
の
設
立
」
な
ど
、

自
然
を
利
用
し
た
新
し
い
活
動
の
場
班
で

は
、「
狩
猟
の
学
校
創
設
に
向
け
た
取
組
と

関
連
講
座
の
充
実
」、「
自
然
体
験
拠
点
の
整

備
」、「
間
伐
材
を
使
っ
た
モ
ノ
づ
く
り
体
験

教
室
の
開
催
」、「
耕
作
放
棄
地
を
活
用
し
た

農
業
体
験
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
」
な
ど
が
具
申

さ
れ
て
お
り
、
令
和
４
年
度
以
降
事
業
実
施

し
て
い
く
予
定
で
す
。

村
の
教
育
環
境　
　
　
　
　
　
　
　

～�

地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
を
目
指

し
て
～

丹
波
山
村
に
は
、
小
学
校
１
校
（
丹
波
小

学
校
）
と
中
学
校
１
校
（
丹
波
中
学
校
）
が

あ
り
、
現
在
小
学
生
12
人
、
中
学
生
12
人
が

学
ん
で
い
ま
す
。
児
童
生
徒
の
減
少
を
抑
え

る
た
め
に
親
子
山
村
留
学
制
度
を
導
入
し
、

こ
れ
ま
で
80
人
を
超
え
る
児
童
生
徒
が
東
京

を
は
じ
め
と
す
る
他
都
府
県
か
ら
親
子
共
々

移
住
し
、
巣
立
っ
て
い
き
ま
し
た
。

児
童
生
徒
の
減
少
に
よ
り
学
校
の
教
育
計

画
や
教
育
活
動
が
滞
ら
な
い
よ
う
に
、
村
単

教
諭
を
採
用
し
複
式
学
級
を
解
消
し
た
り
、

Ａ
Ｌ
Ｔ
に
よ
る
外
国
語
教
育
を
推
進
し
た
り

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、臨
床
心
理
士
・
ス
ク
ー

ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
等
を
活
用
し
た
ほ
っ
と
サ

ポ
ー
ト
事
業
、
児
童
生
徒
一
人
１
台
ｉ
Ｐ
ａ

ｄ
の
貸
与
だ
け
で
な
く
電
子
黒
板
を
小
中
学

校
各
教
室
に
設
置
し
Ｉ
Ｔ
活
用
教
育
な
ど
、

充
実
し
た
教
育
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
令
和
２
年
度
か
ら
放

課
後
子
ど
も
教
室
を
運
営
し
見
守
り
体
制
も

強
化
し
て
い
ま
す
。

令
和
３
年
度
に
は
、
丹
波
山
村
教
育
大
綱

（
第
３
期
丹
波
山
村
教
育
振
興
基
本
計
画
）

を
制
定
し
ま
し
た
が
、
施
策
の
一
環
と
し
て

小
規
模
同
士
の
交
流
活
動
を
、
小
さ
な
村
ｇ

７
サ
ミ
ッ
ト
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
高
知
県
大

川
村
の
大
川
小
中
学
校
と
実
施
す
る
と
と
も

に
、
令
和
４
年
度
か
ら
丹
波
川
・
多
摩
川
つ

な
が
り
の
東
京
都
大
田
区
小
中
学
校
と
の
交

流
を
隔
年
で
小
中
学
校
の
宿
泊
行
事
を
行
う

と
と
も
に
、
村
内
在
住
の
高
校
生
や
大
学
生

（
社
会
人
・
大
学
院
生
を
含
む
）
が
オ
ン
ラ

イ
ン
授
業
を
受
け
る
場
の
提
供
、
通
信
制
高

校
で
の
学
び
を
支
援
す
る
場
の
提
供
も
実
施

で
き
る
よ
う
進
め
て
い
ま
す
。

丹
波
小
学
校
・
丹
波
中
学
校
は
、
令
和
４

年
度
か
ら
丹
波
小
中
学
校
運
営
協
議
会
（
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
）
に
な
り
ま
す
。
教

科
や
道
徳
な
ど
に
地
域
人
材
を
活
用
し
た

り
、
教
育
活
動
で
は
丹
波
山
村
の
特
産
品
で

あ
る
「
舞
茸
」
を
伏
せ
込
み
か
ら
収
穫
・
販

売
ま
で
を
地
域
の
人
と
行
っ
た
り
、
文
化
財

保
存
会
が
江
戸
時
代
か
ら
３
５
０
年
の
歴
史

を
誇
る
「
さ
さ
ら
獅
子
舞
」
を
指
導
し
、
そ

の
成
果
を
小
中
合
同
運
動
会
で
発
表
し
た
り

す
る
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
を
推
進
し
、
地

域
と
と
も
に
あ
る
学
校
を
目
指
し
ま
す
。

未
来
に
つ
な
ぐ
村
づ
く
り

令
和
２
年
度
を
ス
タ
ー
ト
と
し
た
丹
波
山

村
第
５
次
総
合
計
画
は
、
こ
の
村
を
未
来
に
つ

な
ぐ
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
盛
り
込
み
、

確
実
に
実
現
さ
せ
る
た
め
策
定
し
ま
し
た
。

こ
れ
を
機
に
、長
い
間
静
か
だ
っ
た
村
に
、

未
来
に
つ
な
ぐ
た
め
の
槌
音
が
響
き
始
め
て

お
り
ま
す
。
新
庁
舎
建
設
事
業
を
始
め
と
す

る
各
種
事
業
が
着
実
に
進
捗
す
る
こ
と
に
よ

り
、
村
に
新
た
な
就
業
の
場
が
生
ま
れ
る
と

同
時
に
沢
山
の
ご
縁
も
生
ま
れ
て
お
り
ま

す
。
こ
の
ご
縁
に
よ
り
、
今
ま
で
思
い
も
つ

か
な
か
っ
た
村
の
特
徴
を
活
か
し
た
新
し
い

ア
イ
デ
ア
も
生
ま
れ
、
丹
波
山
村
の
フ
ァ
ン

も
増
え
、
ひ
い
て
は
、
移
住
者
の
増
加
に
つ

な
が
り
、
人
口
減
少
に
歯
止
め
が
か
か
る
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
、
こ
れ
ま
で
の
ご
縁
、
こ
れ
か
ら

の
ご
縁
を
大
切
に
し
、
ご
縁
が
行
き
交
う
ふ

る
さ
と
づ
く
り
を
目
指
し
て
計
画
に
沿
っ
た

事
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　

丹
波
山
村
長　

岡
部　

岳
志

▲電子黒板を利用しての授業風景

9　2022年（令和 4年） 2月21日

　

休
刊
の
お
知
ら
せ

　
２
月
28
日
付
の
町
村
週
報
に
つ
き
ま

し
て
は
、休
刊
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

第
３
１
９
１
号
は
３
月
７
日
付
の
発

行
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
の
程
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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ご当地自慢のおいしいものや伝統行事を身にまとい、
体を張ってPRしているご当地キャラたちを紹介するコーナーです。
今回は、東ブロック（北海道・東北・関東）からピックアップ。

山形県舟形町

特産品だけじゃない！
文化・歴史を身にまとって観光大使 !!

　
1
9
9
2
年
8
月
に
舟
形
町
の
西
ノ
前
遺

跡
か
ら
出
土
し
た
土
偶
・
国
宝
「
縄
文
の
女

神
」
の
生
ま
れ
変
わ
り
と
し
て
2
0
0
2
年

に
誕
生
し
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
、
す
ら
っ
と

し
た
長
い
脚
と
引
き
締
ま
っ
た
お
尻
が

チ
ャ
ー
ム
ポ
イ
ン
ト
。「
舟
形
町
観
光
物
産
セ

ン
タ
ー
め
が
み
」
に
頻
繁
に
出
没
す
る
ほ
か
、

子
ど
も
た
ち
が
た
く
さ
ん
い
る
場
所
や
美
味

し
い
食
べ
物
が
集
ま
る
場
所
に
よ
く
遊
び
に

行
く
の
だ
と
か
。
語
尾
に
「
～
ミ
ン
♪
」
と

つ
け
る
話
し
言
葉
で
、
Y
o
u
T
u
b
e
「
め

が
み
ち
ゃ
ん
ね
る
」
や
物
産
セ
ン
タ
ー
め
が

み
の
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
、
舟
形
町
の
情
報
や
魅

力
を
発
信
し
て
い
る
「
め
が
み
ち
ゃ
ん
」。

2
0
2
1
年
に
は
新
し
い
衣
装
も
新
調
し
て

も
ら
い
、
ま
す
ま
す
張
り
切
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
町
内
の
様
々
な
施
設
を
訪
問

し
た
り
、
観
光
名
所
に
出
か
け
た
り
し
な
が

ら
、
町
の
魅
力
探
し
に
奔
走
し
て
い
き
ま
す
。

　
2
0
1
5
年
に
誕
生
し
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
。

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
は
、
村
内
の
小
中

学
生
が
夏
休
み
の
宿
題
と
し
て
取
り
組
ん
だ

も
の
で
、
8
1
5
点
の
応
募
作
品
か
ら
、
実

行
委
員
会
が
最
終
候
補
9
点
に
絞
り
、
村
民

投
票
の
結
果
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
阿
武
隈
川

の
源
流
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
ス
カ
ー
フ
を
身
に

ま
と
い
、
全
国
で
唯
一
新
幹
線
の
駅
が
あ
る

村
で
あ
る
こ
と
を
P
R
す
る
た
め
、
頭
に
は

新
幹
線
の
カ
チ
ュ
ー
シ
ャ
を
付
け
、
村
の
花
・

水
芭
蕉
の
コ
サ
ー
ジ
ュ
を
つ
け
て
い
る
お

し
ゃ
れ
な
女
の
子
で
す
。
2
0
1
6
年
に
村

内
に
オ
ー
プ
ン
し
た
直
売
所
「
ま
る
ご
と
西

郷
館
」
の
愛
称
が
「
ニ
シ
ゴ
ー
ヌ
の
や
お
や

さ
ん
」
と
、
名
前
が
使
わ
れ
る
ほ
ど
、
村
民

に
親
し
ま
れ
て
い
る
「
ニ
シ
ゴ
ー
ヌ
」。
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
に
自
分
の
ペ
ー
ジ
を
持
ち
、
村

と
み
ん
な
の
笑
顔
の
た
め
に
、
で
き
る
こ
と

を
見
つ
け
て
は
一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
、
愛
く
る
し
い
笑
顔
を
ふ

り
ま
き
な
が
ら
、
村
の
P
R
活
動
を
続
け
て

い
き
ま
す
。

8
月
4
日
（
舟
形
町
縄
文
の
女
神
の
日
）
生
ま
れ
。
ち
ょ
っ
ぴ
り

お
て
ん
ば
な
女
の
子
。
趣
味
は
ア
ユ
漁
で
、
得
意
技
は
お
祈
り
。

ア
ユ
の
塩
焼
き
と
ラ
ズ
ベ
リ
ー
の
ジ
ェ
ラ
ー
ト
が
大
好
物
。

2月27日生まれ。高原の妖精。穏
和で優しいが、割とはっきりもの
をいう性格。感情が高ぶると訛り
が出るらしい。村特産品「ポテト
まんじゅう」をこよなく愛する女
の子。村の自然豊かな森や川で遊
ぶのが大好き。

ニ
シ
ゴ
ー
ヌ

ニ
シ
ゴ
ー
ヌ

1
月
1
日
生
ま
れ
。
優
し
く
て
温
厚
な
男
の
子
。
厚
真
の
魅
力

宣
伝
部
長
で
は
あ
る
が
、
ア
テ
ン
ド
の
お
兄
さ
ん
の
足
を
踏
む

こ
と
を
特
技
と
し
て
い
る
お
ち
ゃ
め
な
一
面
も
。
好
物
は
お
に

ぎ
り
。
虫
が
嫌
い
で
、
思
い
っ
き
り
走
る
の
は
苦
手
。

　
2
0
1
3
年
に
誕
生
し
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
。

町
の
魅
力
宣
伝
部
長
の
肩
書
で
活
動
す
る「
あ

つ
ま
る
く
ん
」
は
、
厚
真
町
の
魅
力
を
体
現

し
て
い
ま
す
。
頭
に
は
日
本
一
の
作
付
面
積

を
誇
る
「
ハ
ス
カ
ッ
プ
」、
お
腹
の
お
に
ぎ
り

で
は
「
お
米
」、
そ
し
て
背
中
の
サ
ー
フ
ボ
ー

ド
で
は
年
6
万
人
が
厚
真
で
波
に
乗
る「
サ
ー

フ
ィ
ン
」
を
宣
伝
し
て
い
ま
す
。
語
尾
に
「
～

ま
る
」と
つ
け
る
話
し
言
葉
で
町
公
式
ツ
イ
ッ

タ
ー
に
町
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
や
観
光
案
内
を

ツ
イ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
い
つ
も
お
腹
の“
お

に
ぎ
り
型
ポ
シ
ェ
ッ
ト
”
に
入
れ
た
プ
レ
ゼ

ン
ト
を
出
会
っ
た
人
々
に
配
っ
て
い
ま
し
た

が
、
今
は
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、
町
民

や
観
光
客
と
触
れ
合
え
な
く
て
寂
し
く
思
っ

て
い
る
「
あ
つ
ま
る
く
ん
」。
そ
れ
で
も
、
町

の
P
R
活
動
に
こ
れ
か
ら
も
一
生
懸
命
励
ん

で
い
き
ま
す
。

北海道厚真町

福島県西郷村

め
が
み
ち
ゃ
ん

め
が
み
ち
ゃ
ん

Vol.90

北
海
道
厚あ

つ

真ま

町ち
ょ
う

福
島
県
西に

し

郷ご
う

村む
ら

山
形
県
舟ふ

な

形が
た

町ま
ち

次
回
は
、
中
ブ
ロ
ッ
ク
（
北
信
・
東
海
・
近
畿
）
か
ら
ご
紹
介
し
ま
す

舟
形
町
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

あ
つ
ま
る
く
ん

あ
つ
ま
る
く
ん

厚
真
町
公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

西
郷
村
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

東
ブ
ロ
ッ
ク
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情　報

国  

政  

情  

報

◎
「
小
さ
な
拠
点
」
づ
く
り
全
国
フ
ォ
ー
ラ

ム
を
開
催

－

内
閣
府

　

内
閣
府
は
１
月
14
日
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
「
小
さ

な
拠
点
」づ
く
り
全
国
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
た
。

基
調
講
演
と
２
地
域
の
事
例
が
紹
介
さ
れ
、
小
田

切
徳
美
明
治
大
学
教
授
を
加
え
た
パ
ネ
ル
討
論
が

行
わ
れ
た
。
基
調
講
演
で
は
、
㈱
イ
ミ
カ
の
原
田

博
一
氏
が「
共
助
の
ス
ス
メ
」を
テ
ー
マ
に
講
演
。

関
わ
り
合
い
に
よ
る
生
活
上
の
問
題
解
決
方
法
に

「
自
助
」「
互
助
」「
共
助
」「
公
助
」
を
挙
げ
、
防

災
、
移
動
、
集
落
維
持
の
各
分
野
で
の
「
助
」
の

関
係
の
変
遷
を
解
説
し
た
。
ま
た
、
事
例
紹
介
で

は
、
豊
岡
敬
氏
（
指
定
管
理
者
）
が
「
道
の
駅
南

信
州
と
よ
お
か
マ
ル
シ
ェ
」
を
拠
点
に
、
農
産
物

直
売
所
や
農
産
物
加
工
施
設
、農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
、

イ
ベ
ン
ト
広
場
・
緑
地
広
場
、
ス
ー
パ
ー
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
発
着
所
な
ど
の
取
組
を
紹
介
。
高
知

県
中
山
間
地
域
対
策
課
の
岡
野
太
朗
氏
は
、「
集
落

活
動
セ
ン
タ
ー
」
で
旧
小
学
校
や
集
会
所
を
拠
点

に
地
域
住
民
が
地
域
外
人
材
も
活
用
し
な
が
ら
生

活
や
福
祉
・
産
業
な
ど
の
活
動
を
展
開
。
県
は
補

助
金
や
「
地
域
の
元
気
応
援
団
長
」
な
ど
人
的
支

援
の
取
組
を
紹
介
し
た
。

　

一
方
、
総
務
省
は
１
月
21
日
、
２
0
２
0
年
国

勢
調
査
に
基
づ
く
「
過
疎
地
域
」
指
定
を
市
町
村

に
通
知
し
た
。
21
年
４
月
時
点
か
ら
新
た
に
65
市

町
村
を
追
加
、
過
疎
地
域
は
合
計
8
8
5
市
町
村

に
増
え
、
全
市
町
村
の
52
％
と
初
め
て
過
半
数
を

超
え
る
。

◎
地
方
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
の
拠
点
整
備
で
中

間
報
告

－

総
務
省
等

　

総
務
省
と
経
済
産
業
省
は
１
月
17
日
、
デ
ジ
タ

ル
イ
ン
フ
ラ
整
備
有
識
者
会
合
の
中
間
と
り
ま
と

め
を
発
表
し
た
。
医
療
・
教
育
・
交
通
・
農
業
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
の
課
題
解
決
に
向
け
た
デ

ジ
タ
ル
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
方
向
性
を
提
言
。
デ
ー

タ
セ
ン
タ
ー
拠
点
整
備
で
は
地
域
の
メ
リ
ッ
ト
や

地
域
特
性
を
活
か
し
た
街
づ
く
り
の
必
要
性
を
強

調
。
併
せ
て
、
日
本
海
側
の
海
底
ケ
ー
ブ
ル
敷
設

な
ど
も
示
し
た
。

　

一
方
、
総
務
省
は
12
月
28
日
、
地
域
社
会
の
デ

ジ
タ
ル
化
の
参
考
事
例
集
を
ま
と
め
た
。
地
域
活

性
化
や
防
災
、
福
祉
な
ど
都
道
府
県
・
市
町
村
の

１
２
４
事
例
を
紹
介
し
た
。
地
域
活
性
化
で
は
、

宿
泊
施
設
に
お
け
る
テ
レ
ワ
ー
ク
環
境
の
整
備
や

オ
ン
ラ
イ
ン
移
住
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
（
愛
媛
県
・

同
県
内
子
町
）
な
ど
、
住
民
生
活
で
は
ア
プ
リ
１

つ
で
町
の
情
報
へ
の
ア
ク
セ
ス
な
ど
地
域
活
動
主

体
毎
の
連
絡
網
実
現
（
熊
本
県
あ
さ
ぎ
り
町
）、ス

マ
ホ
等
で
気
軽
に
こ
こ
ろ
の
状
態
を
確
認
し
相
談

機
関
へ
の
案
内
も
実
現（
岩
手
県
矢
巾
町
）な
ど
、

防
災
で
は
共
同
で
作
成
し
た
ア
プ
リ
の
土
台
を
利

用
し
村
の
防
災
ア
プ
リ
作
成
（
福
島
県
中
島
村
）

な
ど
を
紹
介
。
こ
の
ほ
か
、福
祉
・
子
育
て
で
は
、

オ
ン
ラ
イ
ン
を
利
用
し
た
診
療
や
服
薬
指
導
環
境

の
提
供
（
愛
知
県
豊
根
村
）、農
林
水
産
業
で
は
ド

ロ
ー
ン
等
を
活
用
し
た
複
合
的
な
有
害
鳥
獣
対
策

（
青
森
県
深
浦
町
）、
G
P
S
を
活
用
し
た
農
地
・

現
在
地
確
認
の
取
組
（
青
森
県
大
鰐
町
）
な
ど
を

紹
介
し
て
い
る
。

◎
救
急
車
出
動
は
減
る
が
コ
ロ
ナ
で
搬
送
困

難
事
例
が
増
加

－

消
防
白
書

　

総
務
省
消
防
庁
は
１
月
18
日
、
２
0
２
１
年
版

の
消
防
白
書
を
公
表
し
た
。
最
近
の
大
規
模
自
然

災
害
へ
の
対
応
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
応
、
消
防
防
災
分
野
で
の
Ｄ
Ｘ
推
進
な
ど
を
特

集
し
た
。
自
然
災
害
で
は
、
21
年
７
月
の
熱
海
市

土
石
流
災
害
（
死
者
・
行
方
不
明
者
27
人
）
を
受

け
て
災
害
状
況
迅
速
把
握
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
を
検
討
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
対
応
で
は
救
急
活
動

に
お
け
る
感
染
防
止
対
策
の
周
知
・
徹
底
と
救
急

搬
送
困
難
事
案
の
抑
制
に
努
め
た
。
20
年
中
の
救

急
出
動
件
数
は
約
5
9
3
万
件
で
、
12
年
ぶ
り
に

前
年
よ
り
減
少
し
た
が
、
救
急
搬
送
困
難
事
例
が

増
加
。
コ
ロ
ナ
前
（
２
0
１
9
年
）
と
比
べ

２
0
２
0
年
４
月
は
1
・
9
倍
、
21
年
5
月
、
8

月
は
各
2
・
1
倍
、
3
・
7
倍
と
な
っ
た
。
な
お
、

今
年
も
１
月
第
3
週
の
救
急
搬
送
困
難
事
例
が

4
、9
5
0
件
と
過
去
最
多
を
更
新
。う
ち
コ
ロ
ナ

疑
い
は
3
割
だ
っ
た
。 

　

ま
た
、
消
防
庁
は
１
月
17
日
、
消
防
団
の
組
織

概
要
調
査
結
果
を
発
表
し
た
。
消
防
団
員
数

（
２
0
２
１
年
４
月
１
日
現
在
）
は
80
万
4
、

8
７
７
人
で
、前
年
よ
り
１
万
3
、6
0
１
人（
1
・

7
％
）
減
少
し
た
。
入
団
者
は
40
代
・
50
代
で
は

一
定
水
準
で
推
移
し
て
い
る
が
、
20
代
・
30
代
で

減
少
が
続
い
て
い
る
。
ま
た
、
女
性
団
員
は

２
万
7
、3
１
７
人
で
前
年
よ
り
１
１
７
人
（
0
・

4
％
）
増
え
た
が
、学
生
団
員
は
5
、3
8
７
人
で

前
年
よ
り
17
人
（
0
・
3
％
）
減
っ
た
。

◎
住
基
人
口
移
動
で
東
京
都
区
部
が
初
の
転

出
超
過
に

－

総
務
省

　

総
務
省
は
１
月
28
日
、
２
0
２
１
年
の
住
民
基

本
台
帳
人
口
移
動
を
発
表
し
た
。
都
道
府
県
移
動

者
数
は
２
４
７
万
6
、
6
４
0
人
で
前
年
比
0
・

5
％
増
、
市
町
村
間
移
動
者
数
は
5
２
４
万
7
、

７
４
４
人
で
同
0
・
2
％
減
と
な
っ
た
。
都
道
府

県
別
で
は
、
転
入
超
過
は
10
都
府
県
で
、
う
ち
神

奈
川
県
3
万
1
、
8
４
４
人
、
埼
玉
県
２
万
7
、

8
0
７
人
、千
葉
県
1
万
6
、6
１
5
人
で
多
く
、

茨
城
、
山
梨
、
群
馬
の
3
県
は
前
年
の
転
出
超
過

か
ら
転
入
超
過
に
転
じ
た
。
一
方
、
東
京
都
の
転

入
超
過
数
は
5
、
４
3
3
人
で
前
年
よ
り

２
万
5
、6
9
２
人
減
っ
た
。
さ
ら
に
、東
京
都
区

部
が
２
0
１
４
年
以
降
初
め
て
転
出
超
過

（
１
万
4
、8
２
8
人
）
と
な
っ
た
。
コ
ロ
ナ
感
染

拡
大
を
背
景
に
近
隣
県
へ
の
移
転
が
増
え
た
た
め

と
み
ら
れ
る
。
市
町
村
別
で
は
、
転
入
超
過
は

5
２
9
団
体
（
31
％
）、
転
出
超
過
は
1
、
１
9
0

団
体（
69
％
）。
転
入
超
過
数
は
埼
玉
県
さ
い
た
ま

市
1
万
5
２
７
人
や
、
横
浜
市
、
札
幌
市
、
大
阪

市
、
福
岡
市
な
ど
で
多
い
が
、
い
ず
れ
も
超
過
数

は
前
年
よ
り
減
少
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
総
務
省
は
１
月
１
日
、
寅
年
生
ま
れ
の

推
計
人
口
を
発
表
し
た
。
寅
年
生
ま
れ
人
口
は

1
、
0
２
5
万
人
で
総
人
口
の
8
・
2
％
。
う
ち

１
9
７
４
年
の
寅
年
生
ま
れ
が
１
9
8
万
人
で
最

も
多
く
、
次
い
で
１
9
5
0
年
１
8
5
万
人
、

１
9
6
２
年
１
5
3
万
人
が
続
く
。
総
人
口
を

十
二
支
別
に
み
る
と
、丑
年
が
1
、１
3
9
万
人
で

最
も
多
く
、
寅
年
は
9
番
目
。

◎
地
方
交
付
税
は
3
・
5
％
増
の
18
兆
円

－

2
0
2
2
年
度
地
方
財
政
計
画

　

総
務
省
は
１
月
28
日
、
２
0
２
２
年
度
の
地
方

財
政
計
画
を
発
表
し
た
。
計
画
規
模
は
90
兆
5
、

9
１
8
億
円
（
前
年
度
比
0
・
9
％
増
）
で
、
う

ち
地
方
交
付
税
総
額
は
18
兆
5
3
8
億
円（
同
3
・

5
％
増
）、
地
方
税
・
地
方
譲
与
税
は
43
兆
8
、

２
8
3
億
円
（
同
9
・
8
％
増
）
を
計
上
。
一
方
、

臨
時
財
政
対
策
債
は
同
3
兆
6
、
9
9
２
億
円

（
67
・
5
％
）減
の
１
兆
7
、8
0
5
億
円
に
削
減
、

財
源
不
足
も
２
兆
5
、5
5
9
億
円
（
同
74
・
7
％

減
）
に
縮
小
し
た
。
各
施
策
で
は
、「
地
域
デ
ジ
タ

ル
社
会
推
進
費
」
に
2
、
0
0
0
億
円
、「
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
事
業
費
」
に
１
兆
円
を
確
保

す
る
と
と
も
に
、「
公
共
施
設
等
適
正
管
理
推
進
事

業
費
」
に
「
脱
炭
素
化
事
業
」
を
追
加
し
事
業
費

を
1
、
0
0
0
億
円
増
額
。「
緊
急
防
災
・
減
災
事

業
費
」
で
は
防
災
対
策
ド
ロ
ー
ン
の
整
備
な
ど
を

追
加
し
た
。

　

ま
た
、
総
務
省
は
１
月
24
日
、
全
国
都
道
府
県

財
政
課
長
等
会
議
を
開
き
、
予
算
編
成
上
の
留
意

事
項
な
ど
を
示
し
、当
面
の
課
題
等
を
説
明
し
た
。

コ
ロ
ナ
対
策
で
は
、
高
齢
者
へ
の
3
回
目
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
の
前
倒
し
に
向
け
た
市
町
村
へ
の
支
援

と
業
務
継
続
の
た
め
の
体
制
確
保
を
要
請
。
こ
の

ほ
か
、
手
数
料
標
準
条
例
改
正
、
脱
炭
素
化
事
業

の
対
象
拡
大
、
地
方
公
務
員
定
年
引
上
げ
、
公
立

病
院
経
営
強
化
プ
ラ
ン
作
成
な
ど
の
留
意
点
を
説

明
し
た
。

（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト　

井
田　

正
夫
）

町 村 週 報 （第三種郵便物認可）
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私
自
身
の
若
い
頃
、「
御
嵩
っ
て
ど
ん

な
と
こ
ろ
」
と
問
わ
れ
る
と
「
何
も
な
い

の
が
特
徴
の
町
」
と
答
え
て
い
ま
し
た
。

今
の
立
場
に
な
り
、
如
何
に
自
分
が
生
ま

れ
育
っ
た
「
町
」
に
つ
い
て
無
知
で
あ
っ

た
か
と
思
う
と
恥
ず
か
し
い
限
り
で
す
。

人
間
は
悪
い
と
こ
ろ
に
視
線
が
向
き
が
ち

で
、
良
い
と
こ
ろ
を
見
逃
し
て
し
ま
い
ま

す
。
逆
に
言
え
ば
、
良
い
と
こ
ろ
は
馴
染

み
す
ぎ
て
、
当
然
あ
る
も
の
と
し
て
脳
の

中
で
処
理
し
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。
特
に

御
嵩
町
は
亜
炭
鉱
の
空
洞
と
い
う
負
の
遺

産
を
抱
え
、
近
代
の
歴
史
を
刻
ん
で
き
て

お
り
、
そ
れ
に
勝
る
良
い
と
こ
ろ
な
ど
な

い
と
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に
考
え
て
い
た
の
は
事

実
で
す
。
し
か
し
、
戦
中
戦
後
、
東
海
地

方
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
支
え
て
き
た
の
も
事

実
で
、
特
に
、
落
盤
の
原
因
と
な
っ
て
い

る
乱
掘
は
、
戦
後
の
経
済
復
興
の
掛
け
声

と
と
も
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
御
嵩
の
先
人

た
ち
は
、
負
の
遺
産
を
後
悔
す
る
と
と
も

に
、
自
慢
と
言
え
る
財
産
を
言
い
伝
え
る

こ
と
も
し
な
く
な
っ
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。
直
接
、
間
接
を
問
わ
ず
「
利
益
を
得

て
い
た
」
と
い
う
後
ろ
め
た
さ
を
感
じ
て

い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。時
代
が
過
ぎ
、

世
代
が
移
り
変
わ
る
と
負
の
遺
産
が
負
の

遺
産
で
し
か
な
く
な
り
ま
し
た
。
特
に
東

日
本
大
震
災
を
目
の
当
た
り
に
し
た
子
育

て
世
代
の
方
々
か
ら
、
亜
炭
廃
坑
を
何
と

か
し
て
ほ
し
い
と
の
要
望
が
直
接
届
く
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
か
ね
て
か
ら
隠
す
こ

と
は
し
な
い
方
針
に
し
た
こ
と
で
、
知
事

に
も
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
実
際
の
落

盤
を
見
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
絶
対
に
開

か
な
い
と
思
っ
て
い
た
扉
を
こ
じ
開
け
て

し
ま
わ
れ
た
知
事
に
は
、
驚
き
と
感
謝
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。
亜
炭
廃
坑
の
地
下
充
填

が
可
能
と
な
り
、
徐
々
に
進
捗
し
て
い
る

こ
と
で
、
逆
に
御
嵩
の
良
い
と
こ
ろ
に
光

が
当
た
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ

の
最
た
る
も
の
が
御
嵩
駅
前
に
あ
る
願
興

寺
で
す
。
現
在
、
組
み
立
て
直
し
を
し
て

い
る
本
堂
は
、
国
の
重
要
文
化
財
で
す
。

と
は
言
え
、
そ
の
造
り
や
細
工
は
と
て
も

荒
々
し
く
名
人
宮
大
工
の
技
で
は
な
く
、

一
般
の
建
物
を
手
掛
け
た
大
工
た
ち
の
よ

う
で
す
。
甲
斐
武
田
軍
の
焼
き
討
ち
に
あ

い
、
焼
失
し
た
落
胆
を
乗
り
越
え
、
再
建

に
動
き
出
し
た
パ
ワ
ー
と
旧
可
児
郡
か
ら

木
材
を
集
め
、
浄
財
を
募
り
、
労
力
を
提

供
し
た
民
た
ち
の
底
力
は
、
御
嵩
の
Ｄ
Ｎ

Ａ
の
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
そ
の
民
た
ち

が
、
命
が
け
で
本
堂
か
ら
持
ち
出
す
こ
と

で
焼
失
の
難
を
逃
れ
た
仏
像
24
体
も
、
国

の
重
要
文
化
財
と
し
て
本
堂
西
の
霊
宝
殿

に
納
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
因
み
に
重
文
24

体
、
そ
の
数
は
岐
阜
県
一
を
誇
り
ま
す
。

こ
う
し
た
身
近
に
あ
る
も
の
が
実
は
、
自

慢
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
気
付
か
な

け
れ
ば
、
住
民
で
す
ら
知
ら
な
い
存
在
と

な
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。
組
み
立
て
直

し
を
機
に
、
存
在
す
ら
意
識
し
て
い
な

か
っ
た
町
民
に
加
え
て
、
仏
像
や
古
の
建

築
物
の
存
在
を
町
外
の
方
々
に
も
紹
介
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。「
何
も

な
い
町
」
か
ら
「
眠
る
宝
物
が
溢
れ
る
町
」

と
発
信
し
続
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
私

た
ち
の
人
と
の
関
わ
り
に
制
約
を
持
ち
込

ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。各
種
の
イ
ベ
ン
ト
、

集
会
、
会
議
等
、
人
が
集
ま
る
機
会
を
奪

い
ま
し
た
。
観
光
は
そ
の
代
表
例
の
一
つ

で
す
。
私
も
「
ど
う
も
日
本
人
の
観
光
と

外
国
人
の
観
光
と
は
違
う
よ
う
だ
」
と
気

づ
き
は
じ
め
た
頃
、
外
国
人
観
光
客
は
京

都
と
富
士
山
だ
と
の
既
成
概
念
を
覆
す
光

景
を
目
の
当
た
り
に
し
ま
し
た
。
御
嵩
駅

前
で
15
人
程
の
欧
米
か
ら
来
た
と
思
わ
れ

る
外
国
人
の
団
体
が
地
図
看
板
に
見
入
っ

て
い
る
光
景
で
す
。所
謂
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
、

ツ
ア
ー
名
は
「
Ｗ
ａ
ｌ
ｋ 

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
」

の
木
曽
路
（
中
山
道
）
を
歩
く
旅
だ
そ
う

で
す
。
京
、
三
条
大
橋
か
ら
江
戸
、
日
本

橋
ま
で
を
鉄
道
、
バ
ス
、
そ
し
て
徒
歩
で

挑
む
ツ
ア
ー
で
す
。
か
な
り
高
額
な
旅
行

費
で
あ
る
も
の
の
、
高
い
人
気
の
ツ
ア
ー

と
な
っ
て
い
ま
す
。
当
初
は
週
に
１
団
体

の
み
で
し
た
が
、
週
に
２
団
体
と
な
っ
て

順
調
に
推
移
し
て
い
ま
し
た
。
京
都
か
ら

関
ケ
原
、
そ
し
て
、
御
嶽
宿
か
ら
細
久
手

宿
ま
で
は
徒
歩
で
と
、
そ
の
後
も
多
く
の

徒
歩
で
の
移
動
を
し
、
終
点
日
本
橋
に
到

着
す
る
と
ツ
ア
ー
客
が
涙
を
流
し
な
が
ら

「
ハ
グ
」
を
し
合
う
そ
う
で
す
。
御
嵩
の

田
圃
の
畦
道
に
腰
を
下
ろ
し
、
景
色
に
感

動
し
な
が
ら
、
移
動
の
途
中
で
買
い
求
め

た
、
思
い
思
い
の
ラ
ン
チ
も
大
き
な
楽
し

み
の
ひ
と
つ
だ
そ
う
で
す
。
ま
た
、
畳
の

上
に
敷
か
れ
た
布
団
で
寝
る
の
は
、
必
須

だ
そ
う
で
す
。
こ
の
ツ
ア
ー
も
順
調
に
実

施
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
コ
ロ
ナ
禍
で
途

絶
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。「
気
づ
く
」
と

は
「
築
く
」
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

日
頃
、
当
た
り
前
だ
と
思
っ
て
気
に
も
掛

け
な
か
っ
た
こ
と
で
、
行
政
の
中
に
も
変

化
さ
せ
る
べ
き
こ
と
が
多
く
あ
る
こ
と
に

気
づ
く
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

随  想

　渡
わた

邊
なべ

　公
きみ

夫
お

岐阜県御
み

嵩
たけ

町長　

気づくこと
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